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五
十
音
順
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理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
高
山
坦
三

常
任
理
事
大
鳥
蘭
三
郎
大
塚
恭
男

宗
田
一

会
計
監
事
関
根
正
雄
堀
江
健
也

理
事石

原
力
大
滝
紀
雄
大
塚
恭
男

大
鳥
蘭
三
郎
緒
方
富
雄
小
川
鼎
三

蒲
原
宏
酒
井
シ
ヅ
酒
井
恒

杉
田
暉
道
鈴
木
勝
宗
田
一

中
野
操
長
門
谷
洋
治
富
士
川
英
郎

藤
野
恒
三
郎
古
川
明
三
木
栄

矢
数
道
明
谷
津
三
雄
矢
部
一
郎

山
形
敞
一

幹
事蔵

方
宏
昌
酒
井
シ
ヅ
杉
田
暉
道

谷
津
三
雄
矢
部
一
郎

評
議
員青

木
一
郎
青
木
允
夫
赤
堀
昭

安
芸
基
雄
今
市
正
義
岩
治
勇
一

内
田
醇
江
川
義
雄
岡
田
博

奥
村
武
片
桐
一
男
川
島
恂
二

久
志
本
常
孝
蔵
方
宏
昌
榊
原
悠
紀
田
郎

末
中
哲
夫
杉
立
義
一
鈴
木
正
夫

鈴
木
宜
民
関
根
正
雄
瀬
戸
俊
一

高
木
圭
二
郎
高
瀬
武
平
高
山
坦
三

田
代
逸
郎
田
中
助
一
津
田
進
三

編
集
後
記

私
事
に
わ
た
っ
て
恐
縮
だ
が
、
今
年
は
医
史
学

雑
誌
の
編
集
に
た
ず
さ
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
十
五

年
目
に
入
る
。
当
初
の
頃
は
定
期
刊
行
物
で
あ
り

な
が
ら
年
に
四
回
発
行
す
る
こ
と
を
最
大
の
目
的

と
し
て
い
た
。
昭
和
四
十
三
年
末
の
編
集
後
記
に

Ｙ
・
Ｏ
氏
が
「
年
間
四
回
発
行
と
い
う
原
則
を
ま

か
り
な
り
に
も
は
た
し
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

と
記
す
。
当
時
、
会
員
数
は
二
百
余
名
で
あ
り
、

会
費
の
納
入
率
が
六
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
だ
っ
た

と
記
憶
す
る
。
そ
の
た
め
印
刷
代
の
捻
出
に
苦
労

し
、
個
人
的
浄
財
や
借
金
に
頼
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
会
員
数
が
順
調
に
伸
び
、
い
ま
は

名
誉
会
員

阿
知
波
五
郎

大
矢
全
節

杉
靖
三
郎

筒
井

中
沢

服
部

堀
江

松
木

室
賀

山
下

山
中

正
弘修

敏
良

健
也

明
知

昭
三

喜
明

太
木

赤
松

王
丸

三
廼

土
屋
重
朗
中
川
米
造

中
西
啓
中
山
沃

樋
口
誠
太
郎
福
島
義
一

本
間
邦
則
丸
山
博

三
浦
豊
彦
三
輪
卓
爾

守
屋
正
矢
数
圭
堂

山
田
光
胤
安
井
広

米
田
正
治
渡
辺
左
武
郎

（
理
事
の
名
は
省
略
）

俊金
一勇芳

石
川

佐
藤

吉
岡

博美光
人 実 昭

七
百
名
近
く
な
り
、
納
入
率
も
き
わ
め
て
高
い
。

こ
れ
は
学
会
誌
が
い
ち
お
う
き
ち
ん
と
発
刊
さ
れ

る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
内
容
的
に
は

ま
だ
一
息
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
今
回
、
研
究

ノ
ー
ト
と
い
う
分
野
を
設
け
た
の
は
、
原
著
と
い

う
に
は
少
し
物
足
ら
な
い
も
の
だ
が
、
資
料
と
す

る
に
は
著
者
の
見
解
が
多
く
入
っ
た
も
の
を
掲
載

す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
諸
氏
の
い

っ
そ
う
の
御
協
力
を
期
待
し
つ
つ
、
内
容
を
充
実

す
る
の
に
努
め
た
い
と
い
う
思
い
を
新
に
し
た
。

（
酒
井
シ
ヅ
）
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